
（３）モニターからのコメント  

＜荷動き動向＞ 
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東京 

(米材問屋) 

・北米オールド丸太、スプルース、D.F ともに出材は低調。中国、台湾等の買い意欲は旺盛で日本向け役物のカ

スタムセットは供給減が続いている。 

(集成材問屋) 

・米加材は仕入が難しくなっている。価格も高く欠品やセット販売もみられる。 

(中国・南洋材問屋) 

・2～3月は入港予定なし。 

・荷動きが悪く仕入れは控えている。 

・産地天候不順と旧正月のために生産量少なく価格は高止まり。 

(国産材問屋) 

・国産材、外材とも今の状況では、仕入に慎重になる。 

・東北地方は寒さのために生産力が落ち、製品入荷に時間がかかる。 

(仲買・小売) 

・国産材、外材ともに補充買い。 

・とにかく動きが悪い。1月は過去最低だ。 

・新年、年明け、例年より好調なスタートと思いきや、2月に入って落ち着いてしまった。 

・1月から 2月に全く仕事が無く、材料が動かない。 

・外材はアカマツ 40×30AB、3000 と 4000 を中心に仕入れる予定。 

東海（問屋） 

・スギ KD 柱、ヒノキ KD土台が品薄で仕入しにくい。米材は輸入材品薄につき、国内産の手当て増やす。メーカ

ーの販売枠の確保をしていく。 

東海 

(仲買・小売) 

・2 月は販売不振により仕入、販売ともやや減少。 

・裏日本は、寒波のため仕事が激減しており土台角、柱、構造材は仕入れやすくなっている。不足気味の 10.5

土台角は余分に仕入れる。 
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東京 

(米材問屋) 

・北米役物カスタムカートは、オールド材丸太の価格上昇が止まらず、コストは大幅にアップ。国内マーケット

での価格転嫁が急務となっている。 

(集成材問屋) 

・1 月は予想通り中旬より仕事が止まってきた。雪の影響もあり 2月も低調であろう。 

(中国・南洋材問屋) 

・見積り、問い合わせともに少ない。 

・全般的に荷動き悪い。 

・大手及び DIY からの見積りや納品は多いが、市中売は依然低迷。 

(国産材問屋) 

・店舗等の仕事はあるが、価格の安い物ばかりである。 

・注文材の動き良し。荷動きは大したことない。 

・2月に入り動きが良くなってきた。 

・造作加工の仕事は好調。加工場も忙しい。 

(仲買・小売) 

・2 月は細かい仕事が中心。2月終わりから 3月に入ると新築のほか大きな仕事が動き出す予定。 

・マンション、一戸の改修も数があれば売上金額もそれなりになる。 

・当月は期待を込めて。 

・パーティクルボードは供給が相変わらず追いつかないようだ。ウレタンコウト 3×6、2×6 も入荷が少ないよ

うで、値段もやや上昇気味のようだ。 

・アカマツの 30×40 の仕入に比例して、販売はやや増加している。 

大阪 

(仲買・小売) 

・2 月も仕事が少ない。建築屋さんも仕事がないとか。戸建、リフォーム等ハウズメーカー大手がやっている。

・ヒノキ土台は納期がかかる。 

東海（問屋） 

・今年に入りプレカット工場の稼働率がやや低調、国産材、外材とも荷動きは良くない。 

 



 

<価格動向> 

 
スギ正角 

東京(問屋・仲買・小売) 

・仕入は少し上がっている物もあるが、売値は上げられない。 

・グリーン材、KD 材とも変わらず。 

・グリーン・KD とも保合。 

大阪 

(仲買・小売) 
・スギ正角についてはほとんど取扱いがない。 
東海 (仲買・小売) 
・スギ正角（KD）10.5×3m は品薄で高止まり。 
・スギグリーン、KD とも取扱いなし。 
・スギ正角 KD は、2 月の需要が少ないので横ばい推移と思うが、3 月は裏日本側も需要が回復する
ので強含みになる。 
 

ヒノキ正角
土台角 

東京(仲買・小売) 
・正角、土台角とも変わらず。 
・正角・土台角とも保合。 
東海(問屋・仲買・小売) 
・ヒノキ柱角は横ばい、土台角は品薄で高い。 
・ヒノキ正角・土台角とも現状上昇中、そろそろ峠か。 
・ヒノキ正角は 2月の需要不足で横ばい、3月はどこの地域も需要回復で強含みか。土台角は 12 角
から 10.5 角へ替わっているので、相場の上昇は期待薄と思われる。 

米ツガ 東京(仲買・小売) 
・正角、土台角、割物とも入荷が少ないようだ。 
・90 正角×4m の良材なし。土台角、割物はジリ高気味。 
・米ツガ 4000×90×90 KD の品薄状態が続く。あっても品物が悪い。割物は 2,000 円アップ。 
大阪(仲買・小売) 
・取扱いなし。 
・米ツガについてはほとんど取扱いがない。 
・防腐土台角は値上げ。 
東海（問屋） 
・正角、土台角、割物とも今のところは横ばい。 
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(問屋・仲買・小売) 

・販売増加。今月はかなり忙しい。 

・１月はやや売り上げが減少したので、2月、3月で取り返したい。 
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東京 

(米材問屋) 

・京浜港への北米役物製品の入荷は絞られており、不良在庫、余剰在庫は見当たらない。 

(集成材問屋) 

・しばらくは現状維持で推移する。 

(中国・南洋材問屋) 

・欠品は無い。 

・ラワン材の入荷無く在庫は少ない。特に B材はかなり品薄状況。 

・特に変化なし。一部で欠品も出る。 

(仲買・小売) 

・輸入の薄物が少ない。 

・在庫増やす意欲が沸く材無し。 

・動きが悪く困る。 

・国産材は年末に仕入れた分が増加して出が悪い。 

東海（問屋） 

・国産材、外材とも横ばい。 

 東海(仲買・小売) 

・値上り予想の商品の先行発注はあるが、全体として在庫の積み増しはない。 

・品不足解消のため昨年より余分に在庫を持ちたい。この先相場下げは考えにくいので安心できる。 



米マツ平角 東京(仲買・小売) 
・ジリ高気味。 
・保合。 
大阪(仲買・小売) 
・RW の値上を待っている感じ。 
東海（問屋） 
・1月に一部値上げ。2月は横ばい。3月に値上げか。 
東海(仲買・小売) 
・米マツ各種が品薄で価格が高騰している。 
・大手の値上げ時期による。3月値上げか。 

北洋アカマ
ツタルキ 

東京(外材問屋) 
・KD 材の入荷は安定しているが、G材は少ない。 
東京(仲買・小売) 
・少し弱いか。 
・保合。 
東海（問屋） 
・横ばい。 
東海(仲買・小売) 
・1～2月に大きく上がった後は変化なし。 
・比較的安定。 

WW･RW 集成材 東京(外材問屋) 
・WW,RW ともジリ高気味。 
東京(集成材問屋) 
・急激に需要が落ち込んでいるので、値上げするのは難しい局面である。 
東京(仲買・小売) 
・WW、RW とも保合。 
大阪(仲買・小売) 
・WW の柱も上げてきそうだ。 
東海（問屋） 
・WW は価格横ばい。荷動き変わらす。RW は 1 月に値上げ。2月横ばい。3月値上げか。 
東海 (仲買・小売) 
・WW 集成管柱はコストアップも市況は停滞。RW 集成平角はコストアップが価格に出てくるか。 
 

合板 東京(合板問屋) 
・現地原木価格の値上げが大きく相場も強い状況が続いているが、需要がそれほど感じられないた
め緩やかな上昇に止まっている。１月中旬頃からルートの動きが落ち着きだし、メーカーによって
はトラックが余る日もある状況になっている。ただ、原料の値上がりから 3 月値上げの可能性が出
てきている。 
・輸入型枠合板は、流通している玉が不足しているため単価は上昇傾向。 
東京(仲買・小売) 
・ラワン系は入荷薄のため強め、並（うす）ベニヤの値上が強め。針葉樹合板は落ち着いてきた。
・輸入合板は特に薄物が強く、針葉樹も上がってくる見込み。。 
・型枠用合板は問屋の強気変わらず。針葉樹合板は変わらず。 
・ラワンベニヤの薄物が値上り気味。 
・ベニヤは落ち着いてきている。薄物 3mm～5.5mm は 20～30 円アップ。 
大阪(仲買・小売)  
・針葉樹合板は動きが良いらしい。値段はそのままか。 
・安定して入荷している。 
東海（問屋） 
・針葉樹構造用合板は高いところで横ばい。 
東海(仲買・小売) 
・ラワン合板続伸、品目によっては納期がかかる。針葉樹合板は比較的安定している。欠品の心配
はない。 
 

 


